
①　09:33～　１時間17分 打 安 点 球 打 安 点 球

【二】山城 ⑤ 3 1 0 0 ⑤ 4 2 1 0

③ 3 1 0 0 ⑥ 3 1 0 0

　初回の上対馬は木寺と米田昌の連安打に敵失で満塁。暴 ① 2 0 0 0 ② 3 0 0 0

投で先取後に高田と宮原の適時打で３点を奪い優位に立つ ⑥ 2 0 0 1 ⑧ 3 2 1 0

と四回には二死一二塁に木寺が三遊間に転がし加点した。 ⑧ 2 1 0 0 ① 3 0 0 0

　やまねこは３安打散発。初回柴田が中前打も二→遊→一 H 0 0 0 1 ⑨ 3 1 1 0

の併殺。二回に渡辺が右前打も二塁に進めず、山城が先頭 ⑦ 3 0 0 0 ⑦ 2 1 0 1

で二塁打し犠打失と四球の四回無死満塁も投→捕→一の併 ⑨ 3 0 0 0 ④ 3 2 0 0

殺と中飛で無得点に終わった。 ④ 2 0 0 0 ③ 2 0 0 1

【審判】波多野(厳)､波多野(サ)､田中(レ)､宮原(マ) ② 2 0 0 0 26 9 3 2

22 3 0 2

②　11:13～ 打 安 点 球 打 安 点 球

【二】武田､永留潤 ⑧ 3 1 0 0 ⑧ 2 0 0 1

⑥ 3 0 0 0 ⑤ 2 0 0 0

　美津島の井が完封した。中対馬の三者凡退は二度で再三 ⑤ 3 2 0 0 ① 2 1 0 1

再四、得点圏内走者を出すも本塁が遠かった。二回は武田 ① 3 0 0 0 ② 2 1 0 1

の二塁打に四球の一死二三塁を拙攻で逸し、永留潤が二塁 ⑦ 3 1 0 0 ⑥ 3 1 0 0

打した五回も二死後｡六回も２安打の二死一二塁に無得点。 ② 3 1 0 0 ⑦ 2 1 1 0

　対する美津島は好機を確実にモノにした。四回は四球後 ③ 1 0 0 1 ③ 2 0 1 1

に中庭が初安打の二死一二塁に阿比留が中前に弾き、失策 H 1 0 0 0 ④ 3 1 0 0

も誘って２走者が還った。六回には井の安打から満塁とし ⑨ 3 0 0 0 ⑨ 1 0 0 0

死球の押し出し点でダメ押しをした。 ④ 2 1 0 0 H9 2 0 0 0

【審判】黒川(無)､岩本(マ)､黒岩(ド)､梅野(豊) H 1 0 0 0 20 5 2 4

26 6 0 1

③ 【三】山田 打 安 点 球 打 安 点 球

【二】米田周､米田昌 ⑤ 3 1 1 2 ③ 3 0 1 0

　　　横松 ⑥ 2 1 1 2 ⑦ 2 1 1 2

　上対馬が着実に加点し逃げ切った。一二回と得点圏に ① 4 1 1 0 ⑨ 3 0 0 1

走者を残した上対馬は三回に四球と安打の一二塁に米田 ② 4 1 0 0 ①5 3 0 0 0

周が左越え２点二塁打。四回も四球が犠打とボーク三進 ⑧ 4 1 2 0 ④ 2 1 0 1

後に木寺の適時打に米田昌の二塁打で２点を追加。五回 ④3 3 0 0 1 ⑤1 2 0 0 0

は代わった岩佐から安打の高田が二進後に宮原の中前適 ⑦ 2 0 1 1 ② 3 2 0 0

時打。六回は安打に２四球の満塁に内野ゴロで加点。七 ⑨ 2 0 0 0 ⑥ 3 2 1 0

回は四球走者が敵失により還った。 ③ 1 0 0 0 ⑨ 2 0 0 0

　厳原も一･二回に得点圏内に走者を残し､三･四回は三者 4 3 2 0 0 H 1 0 0 0

凡退した五回｡先頭の横松が左中間二塁打。多田の左適時 28 7 6 6 25 6 3 4

打に左犠飛で反撃開始したが､七回二死一塁に山田の右中
間三塁打で１点を返しただけに終わった。 【審判】藤島(美)､中嶋(サ)､中嶋(ド)､黒岩(マ)

【決勝】14:33～　１時間19分 打 安 点 球 打 安 点 球

【二】阿比留 ④ 3 1 0 0 ⑧ 3 1 0 0

⑥ 3 1 1 0 ⑤ 3 0 0 0

　両チーム投手とも２連投。与四球は米田の１個だけで ① 3 1 0 0 ① 3 1 0 0

緊迫の決勝戦だった。美津島は初回二死から井の右前打 ② 3 1 0 0 ② 2 1 1 1

と二盗後に中庭が中前に弾き鮮やかに先制。その後は敵 ⑧ 3 0 0 0 ⑥ 3 0 0 0

失と四球に黒岩が安打で出塁も後続無く、同点とされた ⑦ 3 1 0 0 ⑦ 3 1 1 0

六回一死後に中庭が左安打し阿比留の右線二塁打で勝ち ③ 2 0 0 0 ④ 3 1 0 0

越した。続く横瀬も二塁強襲安打(二盗)で二三塁と攻め ⑨ 3 1 0 0 ③ 3 0 0 0

たが遊飛に討ち取られ追加点は無かった。 ⑤ 3 1 0 0 ⑨ 1 0 0 0

　上対馬は五回まで高田と米田統が安打の２走者のみ。 26 7 1 0 H 1 0 0 0

六回に先頭の木寺が中前打。二盗失敗後に平間が安打し 9 0 0 0 0

二盗を決めて米田昌が中前に同点打。１点を追う七回先 25 5 2 1

頭宮原が安打。犠打二進後に庄司の遊内野安打で二走の 【審判】川﨑(レ)､黒川(無)､鬼橋(マ)､山口(ビ)
宮原が拙走で二塁憤死して同点機を失った。
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　大会の表彰選手は、２連投(14イニング)で自責点１の
井浩が最優秀選手賞。準決勝の中対馬戦は先制タイムリ
ーを放ち決勝戦では同点からの決勝タイムリー二塁打の
阿比留竜馬が優秀選手賞を受賞。敢闘賞には３試合で捕
手と２連投した米田統文に、２試合の本塁を死守し決勝
では先制打の中庭八寿彦がそれぞれ受賞。
　打撃賞は熾烈な争いとなったが３試合で10打数４安打
の高田博信、木寺裕也を抑え２試合６打席４打数３安打
の中庭八寿彦が敢闘賞とダブル受賞。
　優勝の美津島ニューベアーズは９月28～29日に西海市
で開催の長崎県大会に出場する。

　決勝戦で対戦した両投手は美津島の井が39年生の48歳。上 　美津島ニューベアーズは昭和59年夏に始まった対馬壮年野球
対馬の米田統文が１歳上の38年生。この両投手が40歳以上の 大会に参加すべく結成した｢美津島ベアーズ｣が前身。平成元年
壮年大会に参加するようになったのは、米田が平成15年の県 に始まった『国体壮年』や同５年からの『県成年』の予選会に
成年予選で､井は４年後の平成19年の国体壮年から｡その大会 出場していたが県大会出場が中々無かった。平成12年県成年予
の決勝戦で投げ合っているが米田が四回途中で降板。試合は 選から現在のチーム名に改称し､監督も俵増實から現･阿比留善
美津島が10-3で勝っている。二度目が20年の県成年で米田は 雄に交代し決勝戦に進出｡厳原海王クラブに対し七回まで3-3同
四回から登板で井が完投し9-1で美津島が勝利｡三度目の21年 点。九回まで通常延長戦も決着付かず無死満塁制の十回に２試
県成年一回戦は共に先発完投し七回を終わって１-１｡無死満 合連投の伊藤浩一郎がダブルプレイで切り抜けた後､代打･木山
塁制の延長戦で米田が雪辱(4-3)。その後､両チームの対戦は 政武の中犠飛で県大会初出場を決めた。
二度あるが井はマウンドに立つも、米田の登板は無かった。
　二人とも高校時代は投手ではない。米田は上対馬高校３年
次は捕手。まだ軟式の頃で昭和56年は峰野球場が完成した年 12年 県成年 【二】4-3 波佐見名球会
である。１年後輩の井は対馬高校で１級上の投手が原田賢治。 【準】0-8 メンフッズ福江
後に阪急ブレーブスと福岡ダイエーホークスでプロのメシを 16年 国体 【二】0-4 佐世保西海クラブ
食っている。井が３年の夏は主将でライト。その年の県少年 17年 県成年 【一】1-2 おじんクラブ(平戸)
選手権大会で準優勝した美津島アストロクラブの大黒柱が、 19年 国体 【一】0-7 轟壮年クラブ(諫早)
今大会で女房役の中庭八寿彦。中庭は海星高に進んで２年生 20年 ﾏｽﾀｰｽﾞ 【二】4-5 島原クラブ
夏の甲子園は４番ライトで初戦突破し二回戦進出した。 県成年 【二】2-3 松浦壮年クラブ
　40歳以上の大会は以前は国体の軟式野球競技に含まれてい 21年 ﾏｽﾀｰｽﾞ 【二】0-5 ヨシイスポーツクラブ(諫早)
たが現在は『日本マスターズ』として全国大会がある。『長 22年 ﾏｽﾀｰｽﾞ 【一】4-3 波佐見フェニックス
崎県成年大会』の優勝チームは翌年の『九州選抜成年野球大 【準】4-2 佐世保西海クラブ
会』の出場資格が与えられる。 【決】5-6 福江クラブ
　50歳以上の『実年大会』も行なわれており、九州大会は各 23年 ﾏｽﾀｰｽﾞ 順延棄権 40'OVERS(佐世保)
県２チーム参加で昨年県大会は６支部が参加し佐世保と諫早 　平成22年の日本マスターズ県大会は８支部参加し波佐見戦は
の２チームが熊本での九州大会に出場している。本年は対馬 0-0で無死満塁制｡４点先取して八回裏を３点に抑えた。決勝の
からも県大会出場の機運が高まっており米田は本年50歳で有 福江戦は2-3の七回裏に同点として無死満塁制の延長八回｡３点
資格者。井以下にも好選手が続々と控えており期待が持てる。 先取され２点止まりの準優勝。福江クラブは九州で敗退した。

第１回（平成５年）北松浦郡吉井町 第11回（平成15年）北高来郡飯盛町
轟壮年クラブ(北高) 松浦壮年クラブ
北松壮年クラブ(県北) ヨシイスポーツクラブ(諫早)

【決】 しげまつクラブ(長崎) 【決】 メンフッズ福江
第２回（平成６年）北松浦郡吉井町 第12回（平成16年）北高来郡飯盛町

北松壮年クラブ(県北) メンフッズ福江

第３回（平成７年）北高来郡飯盛町 第13回（平成17年）諫早市
轟壮年クラブ(北高) おじんクラブ(平戸)

第４回（平成８年）北高来郡飯盛町 第14回（平成18年）五島市
轟壮年クラブ(北高) 長崎コーカスクラブ

第５回（平成９年）平戸市 第15回（平成19年）諫早市
佐世保西海クラブ 大村市役所

【準】 波佐見フェニックス
第６回（平成10年）西彼杵郡西海町

北松壮年クラブ(県北) 第16回（平成20年）諫早市
松浦壮年クラブ

第７回（平成11年）大村市
佐世保西海クラブ 第17回（平成21年）鹿町:平戸

ヨシイスポーツクラブ(諫早)
第８回（平成12年）松浦市

波佐見名球会(東彼) 第18回（平成22年）五島市
【準】 メンフッズ福江

第９回（平成13年）北松浦郡吉井町 第19回（平成23年）東彼杵郡波佐見町
北松壮年クラブ(県北) 大村市役所壮年

第10回（平成14年）北高来郡飯盛町 第20回（平成24年）壱岐市
佐世保西海クラブ コーカスクラブ(長崎)

【準】 県北ロイヤルズ

美津島ﾆｭｰベアーズ

県成年軟式野球大会での対馬代表チームの戦績

峰 OBファイターズ 没収 厳原壮年ブラボー 4-3
9-7 7-0

美津島ニューベアーズの県大会戦績

2-9 3-4

上対馬北斗クラブ 2-5 上 県 ト ン ボ 2-7
【決】佐世保西海ク　5-0　松浦壮年ク 【決】メンフッズ福江 6-4 波佐見フェニックス

上対馬北斗クラブ 2-4 美津島ﾆｭｰベアーズ 1-2
【決】佐世保西海ク　3-0　北松壮年ク 【決】メンフッズ福江 4-3 大村市役所

豊 玉 壮 年 ク ラ ブ 0-1 厳原壮年ブラボー 0-2
【決】佐世保西海ク　6-3　轟壮年ク 【決】波佐見フェニックス 9-0 長崎コーカス

豊 玉 壮 年 ク ラ ブ 2-3 上対馬北斗クラブ 7-0

【決】佐世保西海ク　1-0　轟壮年ク 美津島ﾆｭｰベアーズ 2-3
【決】ヨシイスポーツ(諫早) 6-0 佐世保西海ク

【決】福江クラブ　4-3　長崎コーカスクラブ 0-8
【決】波佐見ﾌｪﾆｯｸｽ 7-0 ヨシイスポーツ(諫早)

上対馬北斗クラブ 2-9

0-6
【決】大村市役所 4-2 波佐見フェニックス

4-3
0-8 対馬市役所壮年クラブが代表も県大会を辞退

豊 玉 壮 年 ク ラ ブ 0-2
【決】佐世保西海ク　6-0　飯盛壮年ク(北高) 対馬市役所壮年ク

【決】福江クラブ 2-1 波佐見フェニックス

豊 玉 壮 年 ク ラ ブ 1-5 厳 原 レ パ ー ズ 2-4

【決】メンフッズ福江　3-0　佐世保西海ク

0-7【決】佐世保西海ク　2-0　轟壮年ク

【決】松浦壮年ク　　-　　40'OVERS(佐世保) 【決】波佐見フェニックス 2-1 メンフッズ福江

豊 玉 壮 年 ク ラ ブ 1-8 上対馬北斗クラブ 4-7


